


















資料１－１

協議会名： 安平町地域公共交通協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

協議会名：

評価対象事業名：

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

計画どおり事業は適切に
実施された。

④事業実施の適切性

B

⑤目標・効果達成状況

　地域住民に対して広報等
による説明機会を増やし、
循環バスをはじめとした公
共交通機関の認知度を高め
るとともに、交通手段を賢く
上手に利用する啓発活動を
強化する。また、停留所の
増設や自由乗降区間の拡
充を検討していく。

　町内の団体等を対象とし
た「安平町鉄道等利用促進
活動費助成金事業」を継続
するとともに広域市町による
室蘭線活性化協議会等の
事業を推進し、JRとの接続
利便性の向上策など、ＪＲ駅
利用者数の増加をはじめと
した公共交通全体の利用促
進を図っていく。

安平町

循環バス
道の駅あびら～早来駅前～
早来源武

【車両減価償却費等国庫補
助】

A

バス（地域内循環系統）
の利用者数の増加 [達
成]
　計画　4,360人/年
　実績　5,005人/年

JR駅利用者数の増加
[未達成※]
　計画　688人/日
　実績　523人/日

※震災後の年あたりの人
口減少幅が依然大きいこと
に加え、新型コロナウイル
ス感染症による生活スタイ
ルの変化等の影響が大き
な要因であるが、令和２年
８月より安平町共通回数乗
車券（プレミアム付き交通
券）を鉄道きっぷ購入代金
としても使用できるよう範囲
を拡大した効果が見え始め
ており、今後も積極的な利
用促進を図ることで、改善
の余地がある。

地域住民に対して広報や対
話方式による説明機会を増
やし、循環バス等に対する
意見交換や公共交通を賢く
上手に利用する啓発活動を
強化した。
また、町内の団体等を対象
とした「安平町鉄道等利用
促進活動費助成金事業」を
継続実施し、ＪＲ駅利用者の
数の増加をはじめとした循
環バス等の公共交通の利
用促進を図った。

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要
性）

安平町地域公共交通協議会

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

　安平町は、北海道胆振東部に位置し、面積は237.1㎢、人口約7,300人の軽種馬や酪農などの農業を基幹産業とした過疎地域であり、平成30年９
月に発生した北海道胆振東部地震で大きな被害を受けたことにより加速度的に人口減少が進んでいる地域である。こうした現状をより厳しいものと
して直視しつつ、安平町地域公共交通網形成計画及び毎期策定する当改善計画に基づき、高齢化・多様化する利用者のニーズに応えるための課
題とその解決に向けて、存続が危ぶまれている鉄道やバス、ハイヤーの交通事業者の役割分担と連携等を図りながら持続可能な交通体系を構築
し、住民とともに検討を重ねながら震災前より魅力的なまちづくりを目指している。
　これまでの改善計画の中では、従来のバス路線を統合し、町内回遊性向上と生活関連施設へのアクセス性を高めるとともに、道の駅あびらD51ス
テーションへのアクセスや幹線交通との接続を考慮した新たな町内公共交通「循環バス」として整備することで、バス利用者数の目標値を上回る成
果をあげることができた。
　今期は、町民意見や乗降データ等を反映し改善を図ったほか、安平町地域公共交通網形成計画に基づく利用促進策などのソフト事業を多角的に
実施し、引き続き、住民の生活及び地域の活性化にとって必要である「循環バス」の維持確保を進めてきたところである。

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について



循環バスの運行 運行系統： 道の駅あびら～早来駅前～早来源武
系統キロ程：３８．５ｋｍ
運行日数： ２４５日（Ｒ３年１０月～Ｒ４年９月）
運行回数： １，２２５．０回

安平町地域公共交通協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

■バス（地域内循環系統）の利用者数の増加：
4,360人/年（令和４年度）

■JR駅利用者数の増加：
688人/日（令和４年度）

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標 ・令和４年１月１９日
地域公共交通計画の進捗報告、
循環バス停留所の移設について 他

・令和４年３月２９日
循環バスの運行経路の変更について、
地域公共交通計画（素案）の概要について 他

・令和４年６月９日
地域公共交通計画（案）、循環バスに係る地域
公共交通確保維持事業計画について 他

・令和５年１月１９日
確保維持改善事業の事業評価について 他令和４年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

安平町は、北海道胆振東部に位置し、面積は237.1㎢、人口約7,300人の軽種馬や
酪農などの農業を基幹産業とする過疎地域であり、平成30年９月の北海道胆振東
部地震で大きな被害を受けて加速度的に人口減少が進んでいる地域である。

こうした現状を直視しつつ、地域公共交通網形成計画及び当改善計画に基づき、
高齢化・多様化する利用者のニーズに応えるための課題とその解決に向けて、存
続が危ぶまれている鉄道やバス、ハイヤーの役割分担と連携等を図りながら持続
可能な交通体系を構築し、震災前より魅力的なまちづくりを目指している。

これまでの改善計画の中では、従来のバス路線を統合し、「循環バス」として整備
したことで、幹線交通との接続や生活関連施設等へのアクセスが向上し、バス利用
者数の目標値を上回る成果をあげることができた。今期も改善を行うとともに、利用
促進策などを多角的に実施し、引き続き、住民の生活及び地域の活性化にとって必
要である「循環バス」の維持確保を進めてきたところである。

地域公共交通の現況

・ＪＲ石勝線（追分駅）、
ＪＲ室蘭線（追分駅、安平駅、早来駅、遠浅駅）

・あつまバス（株）（苫小牧線、千歳線等）
・循環バス（町内４地区を結ぶ町営バス）
・デマンドバス（商工会と追分ハイヤーによる

小地域内を移動する予約制乗合バス）
・(有)追分ハイヤー
・スクールバス（５路線・町営）
・福祉輸送（１事業・町営）

運賃 ： 大人（中学生以上） 200円

小人（小学生） 100円

幼児（要同伴者） 無 料
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令和４年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

前年度に寄せられた町民意見や乗降データ等をもとに各種見直しを行った。（以下、主な改善点）
①住民要望を踏まえた停留所の移設（早来地区）
②自治会要望に基づく経路変更及び自由乗降区間の拡充（安平地区）
③循環バス運行時刻のオープンデータ化の実施及びGoogleMap等における経路検索を可能とした

その他、当該循環バスはもとより、公共交通全体の利用促進等を図るため、次の取組を継続実施した。
・賢く上手な公共交通の組合せ利用を促す総合時刻表、路線図、私の時刻表の作成と提供
・説明機会の創出、個別訪問の実施など、町民対話型による公共交通の検討
・利用促進を図るノーマイカー運動や助成金事業の実施、町内全公共交通機関で使用できる共通回数乗車券の発行
・駅や停留所の美化活動など町民協働による「私たちの公共交通」意識の醸成（関係団体が表彰も受賞）

２

２）運行系統

【系統名・運行ルート図】

町民対話型による公共交通の検討の様子⇒

追分クリニック前

はやきた子ども園前



３

３）利用実績

４）収入実績

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

R2.10～R3.9利用実績(人) 394 262 395 247 327 306 336 230 270 363 307 254

R3.10～R4.9利用実績(人) 423 392 457 319 287 347 454 449 511 448 478 440
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R2.10～R3.9収入実績(円) 78,900 52,300 78,900 49,200 65,500 61,300 65,500 45,800 53,600 72,000 59,100 50,800

R3.10～R4.9収入実績(円) 83,400 77,500 90,400 63,000 57,400 68,700 90,200 88,300 101,550 87,300 92,800 87,100
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R3年度
（10～9月合計）

3,691人
↓

R4年度
（10～9月合計）

5,005人
（＋35.6％）

R3年度
（10～9月合計）

732,900円
↓

R4年度
（10～9月合計）

987,650円
（＋34.7％）

新型コロナによる深刻な実績減からは脱却基調に



６）目標・効果達成状況

バス（地域内循環系統）の利用者数の増加 [達成]
計画 4,360人/年
実績 5,005人/年

JR駅利用者数の増加 [未達成]
計画 688人/日
実績 523人/日
※震災後の年あたりの人口減少幅が依然大きいことに加え、新型

コロナウイルス感染症による生活スタイルの変化等の影響が未達
成に終わった大きな要因であるが、令和２年８月より安平町共通
回数乗車券（プレミアム付き交通券）を鉄道きっぷ購入代金として
も使用できるよう範囲を拡大した効果が見え始めており、今後も
積極的な利用促進を図ることで、改善の余地がある。

安平町共通回数乗車券（鉄道）使用実績
令和２年９月実績 44,250円 → 令和３年９月実績 93,400円
→ 令和４年９月実績 155,650円（＋66.6％）

４

７）事業の今後の改善点

地域住民に対して広報等による説明機会を増やし、循環
バスをはじめとした公共交通機関の認知度を高めるととも
に、交通手段を賢く上手に利用する啓発活動を強化する。ま
た、停留所の増設や自由乗降区間の拡充を検討していく。

町内の団体等を対象とした「安平町鉄道等利用促進活動
費助成金事業」を継続するとともに広域市町による室蘭線
活性化協議会等の事業を推進し、JRとの接続利便性の向
上策など、ＪＲ駅利用者数の増加をはじめとした公共交通全
体の利用促進を図っていく。

運輸局記載欄

計画どおり事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）


